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は じ め に

国際図学 会(ISGG:International Society for Geometry

and Graphics)は,1988年,第3回 図学 国際会議 ウイー

ン大会の折 に鈴木 賢次郎 氏(東 京大学)に よって提案 さ

れ,1990年 の 第4回 マイア ミ大会 での検討 を経て,1992

年,第5回 メル ボル ン大会 において正式 に発 足 した.そ

の詳細 は図学研 究30周 年 記念号 『図学 は今 』の国際 図学

会 報告 を参 照 され たい.

この10年 間 は,そ の発 足期 の意志 を受 け継 ぎなが ら,

2年 ごとに国際会議 を開催す る とともに,1997年 か らは

H.Stachel氏 を編 集長 として国際学 会誌JGG(Joumal

 for Geometry and Graphics)が 年2号 のペ ー スで刊

行 され ている.ま た,学 会 のホームペ ー ジを徐々 に充実

させて いる.以 下,こ の10年 間 の状況 を報 告す る.

1997年

ISGGは 一 部 理事の改 選 に よって鈴 木 賢次郎会 長,L.

Goss(ア メ リカ)ア メ リカ地 区副会 長,V.O.Thomas

(オ ー ス トラ リア)ア ジア地 区副 会長,平 野重雄事務 局長

が新 た に選 出 され,H.Satchel(オ ー ス トリア)ヨ ー ロ ッ

パ ・アフ リカ地 区副 会長 と ともに新体制 に移行 した.

1998年

第8回 図学国際会議(8thICECGDG)が,米 国テキ

サス大学(実 行委 員長:D.Juricic氏)を ホ ス ト校 とし

て開催 された.こ の会議 でISGGは は じめて正 式 に主催

団体 と して認 め られ,Japan Society for Graphics Science

(JSGG)お よ びEngineering Design Graphics Division

(EGDG)of the Amehcan Society for Engineering

 Education(ASEE)が 共 催 す る形 で行 わ れた.ま た複

数社 のCAD関 連 企業の協 賛が あ った.会 議 に は29力 国

か ら約200人 が 参 加 し,発 表総数 は117件 に 及ん だ.日 本

か らは56名(同 伴者6名 を含 む)が 参加 した.招 待 講演

の一つ において,ア メ リカのG.R.Bertline氏 が 図的表

現 に関す る専 門領域 として,空 間認識 とイ メージ ング,

幾 何学 を基 礎 とす る “Visual Science” とい う考 え方 を

示 した.

同 会 議 の フ ォー ラ ム は “Taxonomy of Geometry

and Graphics” と題 され,幾 何 学(Geometry)と 図 的

表現(Graphics)に つ いてそ の意味 内容 とISGGに とっ

て関心 が ある分 野 は何 かにつ いて討論が持 たれた.

2000年

第9回 図学 国際会議(9thICGG)が 南 ア フリカ共和

国ラ ン ドアフ リカ ンス大学(実 行 委員長:J.Praetorius

氏)を ホス ト校 として開催 された.会 議 には19力 国か ら

92人 が参加 し,発 表総 数は88件 であ った.日 本か らは39

名 が参加 した.第8回 の会議 での議論の結 果,こ の回 よ

り,会 議 の 名 称 はICECGDG(International Confer-

ence on Engineering Computer Graphics and De-

scriptive Geometry)か らICGG(Intemational Con-

ference on Geometryand Graphics)に 変 更 された.

同 会 議 の フ ォー ラム にお い て は,Virtual Designに

よ って図 は不 要 になるのか とい う視点で議論 が行 われ,

今 後 さ らに議 論 を深 めてい くこ とに なった.

な お,発 表 され た研 究領域が広 範 になった とい うのが

会 議参加者 の感想で あ ったが,こ の傾 向は第6回 あた り

か ら見 えていた.と い うの も,第6回 は 日本 で初 めて行

われた図学 国際会議 であ り,日 本 図学会 の図 に関わる研

究 の領域 の広 さも一・役 買 ったのでは ないだろ うか.

2001年

ISGGは 一 部理 事 の改 選 に よっ てG.Weiss会 長,P.

Zsombar-Murry(カ ナ ダ)ア メ リカ地 区 副会 長,堤 江

美子 ア ジア地 区副会長,山 口泰事 務局長 が新 た に選 出 さ

れ,H.Satchel(オ ー ス トリア)ヨ ー ロ ッパ ・ア フ リカ

地 区副会長 とともに新体 制 となった.

2002年

第10回 図学 国際会議 が ウクライナ共和 国キエ フ市 にあ

るウ クライナ国立工業 大学 キエフ科学技術専 門学校(実

行 委員長:V.Mykhailenko氏)を ホス ト校 と して開催

され た.会 議 に は24力 国 か ら122人 が 参 加 し,発 表総 数

は約100件 で あ った.招 待 講演 の一 つ として,日 本 図学

会 会長の鈴 木賢次郎氏 に よ り日本 図学会 におけ る研究 と

教 育の現状 が紹介 された.
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また,新 たにポスターセッションが取 り入れられた.

2004年

第11回 図学国際会議(11thICGG)が 中国広州市 の

広東工業大学(実 行委員長:Z.Zuo氏)を ホス ト校 と

して開催 され た.会 議 には14力 国か ら112人 が参加 し

た.

本会議では,閉 会式においてH.Stachel氏(ウ イー

ン工科大学)に “Steve SlabyA ward2004” が授与さ

れた.氏 の受賞理由の中でも特 に強調 されるべ きは,国

際学会誌JGGの 編集長として同誌の質 を維持 してきた

ことである.本 賞は,も ともとは1991年 にポル トガルの

H.Santo氏 によってCOMPUGRAPHICS'91が 開催さ

れた折に創設されたものであ り,米 国プリンス トン大学

名誉教授のS.Slaby氏 に因んで図学教育に対する国際

級 の リー ダ シップ と貢 献 を示 した者 に贈 られ て き

た.1995年 にはG.Bertoline氏 が,1997年 にはA.Van

Dam氏 が受賞 した.ISGGはH.Santo氏 の意思 を受

けつ ぎ,図 学国際会議ICGGの 場 において本賞 を授賞

することを理事会で決定 した.

2005年

ISGGは 一部理事の改選によって堤江美子会長,G.

Weiss(オ ース トリア)ヨ ーロ ッパ ・アフリカ地区副会

長,Z.Zuoア ジア地区副会長が新たに選出され新体制

となった.こ れに伴い,G.Weiss氏 によって管理され

ていたISGGのWebサ イ トはその運営 ・管理が 日本に

移った.

2006年

第12回 図学 国際会議(12thICGG)が ブラジルのサ

ンパ ウロ大学(実 行委員長:E.T.Santos氏)を ホス

ト校 として開催 された.会 議には18力 国か ら90人が参加

し,予 定された発表総数は約90件 であったが,航 空会社

の トラブルにより参加者が減少 したため発表件数は少な

かった.

本会議 では,閉 会式において鈴木賢次郎氏(東 京大

学)に “Steve Slaby Award2006” が授与 された.氏

の受賞理由の中でも特に強調されるべきは,国 際図学会

ISGGお よび国際学会誌JGGの 立ち上げ とISGGの 組

織運営全般に関わる貢献である.

招待講演の一つは,ブ ラジルの図学会を長年にわたり

リー ドして きたE.S.:Lindgren氏 による4次 元ユー ク

リッド空間モデルの話であった.ま た,日 本からは鈴木

賢次郎氏 が3D-CAD/CGを 組 み込 んだ グ ラフ ィ ック

ス ・リテラシー教育の開発結果について報告 した.

国 際 学 会 誌JGG

国 際 学 会 誌JGGは,Heldermann Verlagか ら 出 版

され て お り,ISSN1433-8157が 付 与 され てい る.ISGG

の 趣 意書 に もあ るよ うに,広 義 の図学 に関 して以下 の3

つ の分野 の論文 を掲 載 して いる.

1.Theoretical research

2.Applications in industryanddesign

3.Education

詳 細 は図学研 究 第37巻2号 「図学 国際学 会誌(JGG:

Journal for Geometryand Graphics)に つ い て」 を参

照 され たい.

JGGは 年 間2号 で 平均20編 の 論 文 が 採 択 さ れ て い

る.掲 載 論文 はICGGに お け る座 長 推 薦 論 文 とISGG

会 員 に よる 自由投稿(共 に査 読つ き)か らなる.投 稿 に

関す る情 報は以下 のペー ジを参 照 されたい.

http://www.heldermann.de/JGG/jgginfo.htm

ま た,ア ブス トラク トは以 下のペ ー ジか ら見 る ことが

で きるほか,5年 以 上前 の 論 文 はFullTextをpdf形 式

で ダウ ンロー ドで きる.

httpa/www.heldermann.delJGG/jggcon.htm

ISGGの ホ ー ム ペ ー ジ

ホ ームペー ジは,現 在,ISGGよ り依 頼 されて斉 藤孝

明氏が管 理 している.UR:Lは 以 下 の とお りで ある.

URL:http://www.isgg.net

入 会 申 し込み もホー ムペ ー ジか ら行 うことが で きる.

さ い ご に

国 際 図学 会 は今年 で15歳 に な る.国 際 図 学会 で は,

“Geometry and Graphics” を広義 の図学 としてその

名称 に用 いて いるが,近 年,ヨ ー ロ ッパの い くつかの 国

で は,ISGGの 会 員が組織 す るロー カルな学会 の 開催す

る会議 の名称 にこのGeometry and Graphicsを 用 い た

り,ENGINEERING GRAPHICS ANDD ESIGNに

関 す る会議の説 明の中で,“Geometry and Graphicsの

分 野 ” と表現 した りして い る.招 待 され た あ る学会 で

は,た とえば欧州 高等教育 圏の構想 におけ る教 育体 制の

整備 が問題 になってい た.国 際図学会 で は,こ の ような

問題解 決のた めに も各 国の図学会 の組織 化 と連携 が今後

の一つ の課題 であろ う.日 本の図学 関係 者の方 々 にも積

極的 な協 力 をお願 い したい.

つ つ み えみ こ 大 妻 女 子 大 学
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